
  

十勝定住自立圏の進捗と共生ビジョン懇談会における議論の視点  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 十勝定住自立圏の取り組みについて（資料４・５） 
 
【進め方】 
 ●事務局から、十勝定住自立圏共生ビジョンの概要（資料４）について説明しま

す。 
 
●全体を以下の４つの分野に分けて、順番に各作業部会からこれまでの取り組み
と成果、第４期ビジョンの取り組み（資料５）を説明し、意見交換に入ります。 
①医療・福祉、教育       ②産業振興・地産地消、環境 

③企画、防災、人材       ④その他（除雪作業部会について・全体を通して） 

 
【議論の視点】 
 ・地域の課題解決や十勝圏のさらなる発展に向けて、現在の取り組みへのご意見
や、連携により効果が上がると考えられる新たな取り組みについてのご提案があ
ればご発言をお願い致します。 

 
【留意点】 
※頂いたご意見は幹事会や作業部会にて検討し考え方を整理した上で、第４期共
生ビジョンの年度改訂に記載いたします。（発言者の記載は行いません） 

※協定項目や取組項目の修正・追加は次期共生ビジョンで行うことを基本としま
す。 
 
 

２ 第４期十勝定住自立圏共生ビジョン年度改訂について（資料６） 
 
【進め方】 
 ●事務局から、第４期十勝定住自立圏共生ビジョンの変更箇所について説明しま

す。 
 
 ●年度改訂に関する質疑を行います。 
 
【議論の視点】 
 ・資料６のうち、事務局変更箇所（下線部）の確認。 
 

 
 

Ｈ22.12.15 

中心市宣言（帯広市） 
・約 1 年間の調査・研究を経て、19 市町村で定住自立圏形成を目

指すことで合意し、市が宣言。 

Ｈ23.７.７ 

十勝定住自立圏形成 

◆◆  これまでの進捗と今後の予定  

・19 項目で連携・協力することで合意し、議会の議決を経て、帯

広市と 18町村が定住自立圏形成協定を締結（その後、ビジョン原

原案作成）。 

・ビジョン懇談会等での意見を踏まえ、市町村間での最終調整を

経て、共生ビジョンを策定（取組項目）し、その後毎年度、前年

度の実績、今後の取り組み、委員会等の検討状況を集約し、ビジ

ョンを改訂。 

・平成 28年度以降の取り組みの基礎となる、新たな共生ビジョン

を策定（24項目）。その後、毎年度、ビジョン改訂のほか、ビジョ

ンの進捗管理のため、取組項目ごとに基本目標兼成果指標を設定。 

■■  今回の懇談会における議論の視点・進め方 
資料３ 

・定住自立圏の取り組み及び共生ビジョンの年度改
訂（案）に対する協議。 

・共生ビジョンの取り組みを効果的に推進するため、市町村長

から意見を聴取。 

 今回 

・令和２年度以降の取り組みの基礎となる、新たな共生ビジョン

を策定（21項目）。その後、毎年度、進捗管理と、取組実績をまと

め、年度改訂。 

・令和７年度以降の取り組みの基礎となる、新たな共生ビジョン

を策定（21項目）。 

Ｒ７.10末 

共生ビジョン年度改定 

・ビジョン懇談会や市町村長意見交換会において提出のあった意

見に対して、市町村の企画担当課長等で構成する幹事会や分野ご

とに設置した作業部会において検討し、考え方を整理（ご意見と

考え方は共生ビジョンに掲載）。 

・ビジョン懇談会での意見を踏まえて、事務局にて改訂案の最終

版を作成し、座長に確認いただくもの。 

Ｒ７.10 

座長確認 

Ｒ７.９～10 

ご意見への対応検討 

Ｒ７.９～10 

市町村長意見交換会 

Ｒ７.８  

第１回ビジョン懇談会 

Ｒ７.３ 

第４期ビジョン策定 

Ｒ２.３ 

第３期ビジョン策定 

Ｈ28.３ 

第２期ビジョン策定 

 

Ｈ23.９.30 

共生ビジョン策定 


